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漂着物学会会報（Reportof Japan Driftological Society) 
言えるD 積丹半島の結果も併せて示す。こちらは石狩地域と
は異なり，大きな河川がないという地形的特徴がある。QFR
図を見ると， 石英，長石が少ないという特徴は石狩浜と同
じ傾向にある。岩片はやや火成岩寄りだが，石狩浜と同様
に深成岩は少ない。
（報告者註：QFR図は，砂などの組成について，石英，長石，
岩片の3成分で表すダイヤグラム）
V. r木材質生痕化石 テレドリテス：フナクイムシの1億年』
鈴木明彦（北海道）
漂着した木材や，海岸に落ちている石に小さな穴の開い
たものがみられる。とれらの多くは生物が開けたもので，
穿孔痕と呼ぶ。穿孔痕とは何か，穿孔貝を例に挙げて説明。
木材に着床して穴をあける二枚貝。例えばカモメガイ。木
にあいた穴をテレドリテスという。このような員類の代表
的なものとして，フナクイムシ，カモメガイモドキなどが
知られ，いずれも中生代ジュラ紀くらいから生息している。
テレドリテスはその形態的特徴
から 2つに区分される。 1）フ
ラスコ型 2）チューブ型で
あり，その違いは，穴の直径と
長さ（深さ）の比が 1: 5より
も短いのがフラスコ型で，長い
ものをチューブ型とする。
自身で収集した，化石，現生
のサンプルの分析結果の一端を
示す。先の比の計測から，チュー
ブ型のものと判明。調べてみると，現位に向けてフナクイ
ムシが大型化している傾向がみられる。こうした生痕化石
の穴は砂あるいは方解石で充填されているととが多い。穴
あき流木などもよく見るとおもしろいので，浜歩きの際の
ご参考に。
亡二二二二二二三三三三三孟ー ーー 一
今回のポスターセッションは，北海道博物館内のとても素敵
な会場で行われました。北海道から沖縄県まで全国の発表があ
り，内容も自然物から人工物まで幅広いものでした。以下に，
その概要を紹介します。渡濯淳一（京都府）
1.「明石海峡に漂着した海外製ペットボトルはと、こから来たのか」
石川正樹・船引大世・二宮夏来・鍋島準弥・松原都弥・
森光春平・本山将也・松崎慎平（兵庫県）
瀬戸内海の明石海峡に漂着するペットボトルに着日した発表
でした。ペットボトルは私たちに身近な製品でありながら，浜
辺で簡単に見つかり，かつバ コーー ド、など、の情報から製造国が
判明できるため，海ごみの調査には適した材料です口さて，調
査の結果は，瀬戸内海に漂着する外国製のペットボトルは黒
潮に乗って紀伊水道から大阪湾に流入したと考えられるという
ことでした。また，大阪湾に漂流するペットボトルの数は，日
本製のものも含めて試算で、年間200万本ということで，海ごみ
の深刻な現状を伝えていました。このような海ごみに着目した
漂着物の調査は，海の環境を考える上でとても大切だと改めて
感じました。
2.「漂着プラスチックごみ解明に向けて」
安松貞夫（京都府）
長年にわたり京都府の琴引浜で活動をされている安松先生
の，フ。ラスチックご、みに関する発表で、した。鳴き砂の浜として
知られる琴引浜にも，海ごみがたくさん漂着しますが，プラス
チック片では大きさ 2～6mmの小さなものが最も多く見つかっ
たそうです。また，驚いたのは，その内訳でレジンペレットが
最も多くを占めていたととでした。レジ、ンペレットはフ。ラスチッ
ク製品の中間材料で，粒径が小さいため海鳥や魚がエサと間
違えて誤食してしまいます。私は琴引浜近くの丹後半島をよく
調査しますが，これほど、まで深刻だったとは思いませんでした。
また，フ。ラスチックシ トーの中で、もキャンディーの袋が多いとい
うことを伺いました。海ごみについて，きちんと調べて現状を
知るということの大切さを実感しましたD
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3.『石狩市厚田地区の海岸化石」
大参達也・絵内基（北海道）
本大会 2日目のビーチコー ミング、の舞台にもなった石狩市の
海岸で確認された化石に関する発表でした。私は浜辺を歩い
ても「化石」という認識がないのでそれ以外のものに注目して
しまうのですが，本大会2日目のビーチコーミングでの化石の
発見に遭遇すると，漂着物の幅広さや奥深さを感じざるを得ま
せんでした。このような海岸化石，または地史的な視点で浜辺
の生い立ちを探ってしてに砂浜環境や海岸環境への理解がよ
り深まりそうです。
4.『漂着物を題材とした体験型学習会の実施について」
沖縄美ら海財団／鈴木瑞穂（沖縄県）
沖縄の海を舞台にした体験型学習の発表でした。まず感じた
ことは，題材となる漂着物やきれいな海が自の前に広がり， 羨
ましいなということでした。しかし， 意外にも地元の子供たち
は浜を歩いたり海にふれたりすることは少ないそうです。あまり
にも身近にあるため，あえて目を向けるということがないのかも
しれません。これはどこでも同じですね。さて，参加者の方々
は，漂着物の学習を通して身近な海の環境に関心をもつように
なり，学習の効果が見られたというととでした。このような活動
が継続的に行われ， 子供から大人まで幅広い方が身近な海の
環境に関心を持たれることを願っています。
5. 「網走湾海岸の漂着物調査2016：貝類相について」
東京農業大学生物産業学部／山田博和・緒方道太郎・
杉山 寧・高橋利貴・野村智哉・藤平和希・植木海帆・
酒井健・高橋海・田川敦士・内藤大智・南正成・
吉田真尚豊・園田 武（北海道）
北海道網走湾の打ち上げ貝類そ調べた発表でした。 60種を
超える貝類が確認され，種数，個体数に季節変動が見られたと
いうことでした。私は本大会前に日本海に面した櫓山地方の浜
を歩きましたが，北海道の浜は今まで歩いた本土各地の浜より
も巻貝， 二枚貝の貝殻が多いなという印象を受けました。漂着
生物について 1年を通して調べることは，地先に生息する生物
